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1. はじめに 

日本全国で，地域完結型医療を促進する地域

医療連携ネットワークを整備し，複数の医療機

関の診療情報を蓄積・共有して，患者を治療す

る試みが行われている．地域医療連携ネットワ

ーク上にある診療情報は，標準化された SS-MIX2

データ形式で蓄積されており，ビックデータと

しての有効活用が期待されている．特にこの診

療情報を，救急，災害時の医療機関の稼働状況，

さらには災害状況や交通状況などの非医療情報

とも柔軟に組み合わせて提示することで，例え

ば患者の緊急搬送時の搬送先や搬送手段，経路

の選択の判断にも役立つことが期待される．本

稿では，診療情報の有効活用を支援するために，

地域医療連携ネットワークに蓄積されている診

療情報（対応医療施設／診療科，担当医，入退

院，病名／病歴，処方など）を地理的な観点で

抽出・分析し，地図上に診療情報を可視化する

システムを提案する． 

 

2. 関連研究と本研究の位置付け 

2-1. 保健医療における医療情報の可視化 

保健医療分野では，医療情報を地理的な観点

で可視化し分析することが以前から行われてい

る[1]．特に疫学研究においては，John Snow の

コレラマップなど，地理的な分析が古くから用

いられている．また，保健医療計画においても，

主に以下のような課題の解決に役立てられてい

る． 

 保健医療ニーズの評価 

 医療サービスへのアクセシビリティの評価 

 住民から医療機関へのアクセシビリティ 

 救急車から住民へのアクセシビリティ 

 医療資源の地理的配分の評価および意思決

定支援 

 人的医療資源，医薬品の配分計画，医療施

設配置，救急車の再配置 

 

 

 

 

 

 緊急医療の意思決定支援など 

患者の緊急搬送における最短到達時間が

期待できる医療機関の選択など 

 住民への情報配信 

 一方，診療情報を時系列で可視化することで，

患者単位での治療計画や，臨床研究の支援する

研究も行われている[2]．1 患者 1 施設を対象と

した情報可視化であり，診療に加えて，患者緊

急搬送時の搬送手段や経路選択など，様々な医

療活動に使うためには，時間軸の可視化だけで

は対応できないと考えられる． 

2-2. SS-MIX2 

SS-MIX2 とは，厚生労働省が推奨する診療情報

データ格納するための標準仕様のことであり[3]，

全国各地の地域医療連携ネットワークで，地域

医療連携ネットワークシステムにおけるデータ

蓄積のために用いられている． 

ここで診療情報は，医療情報システム側から

SS-MIX2 仕様に準拠した HL7 メッセージとして受

信され，SS-MIX2 仕様に基づくデータ構造を持つ

ストレージにファイルとして格納される． 

図 1 に，SS-MIX2 の標準化ストレージのデータ構

造を示す．患者を基準に階層化された構造にな

っており，保健医療福祉情報システム工業会

（JAHIS）の標準に基づいて定義されたデータ種

別毎に，HL7 メッセージが格納される．データ種

別とは，患者基本情報，処方，臨床検査等，デ

ータを区別するための識別文字である．ここで，

吹き出し内に，入院実施の HL7 メッセージの例

を示した．SS-MIX2 のストレージとしては他に，

非標準化データを扱う拡張ストレージが有るが，

データ種別が独自定義され扱いが難しいため，

今回は既に標準規格として定められた診療情報

のみ扱う標準化ストレージのみを対象とする． 

2-3. 本研究の位置付け 

本研究では，医療と交通網とを適切に連携さ

せることで，緊急時の患者搬送などの医療活動

に関わる輸送，搬送の効率化を支援することを

目標の一つとしている．そのためにも，交通に

関わる情報や気象・災害などの情報といった非

医療情報と，診療情報や医療施設の稼動状況と

いった医療情報の双方の多様な情報を必要な分
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各種データファイル群（HL7：標準化されたデータ）

標準化ストレージ ルートフォルダ

患者ID 先頭3文字

患者ID 4～6文字

患者ID

診療日（YYMMDD 形式）

データ種別（OML‐01 等）

データ種別（REF‐02 等）

一意キー

CDファイル群
（CDA‐R2/DICOM：診療情報交換に関わる情報）

MSH|^~¥&|HIS123|SEND|GW|RCV|20111220224447.3399||ADT^A01^ADT_A01|20111220000001|P|2.5||||||~
ISO IR87|| ISO 2022‐1994|SS‐MIX2_1.20^SS‐MIX2^1.2.392.200250.2.1.100.1.2.120^ISO
EVN||201112202100|||||SEND001
PID|0001||9999013||患者^太郎^^^^^L^I~カンジャ^タロウ^^^^^L^P||19480405|M
PV1|0001|I|32^302^1^^^N||||ishi01^医師一郎^^^^^^^^L^^^^^I|||01|||||||ishi01^医師一郎^^^^^^^^L^^^^^I
|||||||||||||||||||||||||||201111201600

 
図 1 SSMIX-2 のデータ構造 

 

だけ効果的に活用していくことが必要であると

考えられる． 

有用な情報およびそれらの組み合わせを把握

するために，異種の情報を収集し共通の土台の

上で可視化して提示するシステムを構築し，医

師や消防関係者などの医療活動現場に携わる人

に評価してもらいながら必要な情報の把握とシ

ステムの改善を行う．しかしながら，医療情報

と非医療情報は別々のベクトルを向いているた

め，共通の土台の上に正規化して可視化を行わ

ないと情報活用に生かすことは難しい． 

そこで本研究では，地理的な観点での可視化

および，地域医療連携ネットワークにおける診

療情報のビックデータとしての可能性に着目し，

地域医療連携ネットワーク上に蓄積された診療

情報，その他医療情報，および非医療情報を，

地理的情報で正規化して可視化するシステムを

提案する．  

 

3. 提案システムの設計と実装 

3-1. 設計 

 可視化システムの機能設計は以下のとおりで

ある． 

 病院・診療所からデータ収集機能 

 SS-MIX2 に格納されているデータを検索する

機能 

 診療情報，その他の医療情報（災害に関わ

る医療情報や患者受け入れ状況，医療機関

稼動状況など），および道路情報などの非

医療情報を，一つの地理的情報に正規化し

可視化する機能 

3-2. システムの全体像 

図 2 に，システムの全体像を示す．ここで，

マスタ情報とは名称とコードの対応表であり，

施設コード，医薬品コード，病名コード，臨床

検査コードなどがある．また，検索の容易性を

高めるため，収集した各種情報は DB 化し，GIS

ツールを用いて，分析・可視化処理を行う． 
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図 2 提案システムの全体像 

 

 
図 3 可視化のサンプル 

 

3-3. 可視化のサンプル 

図 3 は，Google マップ上にダミーデータを可

視化したものである．現在，プロトタイプを開

発中であり，今後，プロトタイプを用いて様々

な情報ソースを表示させ，医療従事者の評価を

基に，システムの改善を図る． 

 

4. まとめ 

 本稿では，可視化システムの概要とその設計

について報告した．今後は，プロトタイプの実

装を進め実際の医療従事者の評価を通して本シ

ステムの有効性を確認するとともに，拡張・改

善を図る． 
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